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く紹

帝政口シアにj示ける婦人労弱者

(1880-1914)の新研究

一一-Rose 1. Glickmarし まussian
Factory Women， Workplace and 

Society， 1880---'-1914 

又章

まえがき

本詑第22巻第2号において，わたくしは，

1971年?と出寂された孔 E.ゼーノレニユグの

Labor and Society in Tsarist Russiaを紹

介している。強審『口シア労機設讃史Jl(1971) 

との関連で滋めて興味ある史実の数々を知らさ

れたからである。ここでわたくしが紹介しよう

とするR.L.グザッグマンの著書 (1984年，

University of California Presら Berkeley.

Los Angeles • London)も，全く関
著者の関心をひくのである。とれもまた， レニ

ングラ…ドのプノレヒ…フ?このこさ

時f交の業~関記事などを広く検討し興味深い史

実を発掘しており， しかも，近年の婦人解放議

畿でっちかわれた視角から以能には気づかれて

いなかったと思われる断語を読者に示してい

る。序文によると，著者グリヅグマンは，奇し

くも f京と同捜jの鐙諜にぜ…ルエグの名揺を

挙げて，ひときわ大きな感謝の辞をのべてい

る。畿の設からぬものを感ずる次第である G

I 

グヲッグ?ンは序文で， rこの毒物は1880年
から1914年までの鍔の，つまりロシア資本主義

分〉

形成諮の世シア婦人労働者に関ずるもので、あ

るα そして， 階盟内部における性 genderの

意毅，婦人労識者の男子労観者に対する関係，

労鶴過様に対する関係および家族関係内の変北

に対する関係を検討したものであるJ(xii 

とのべている O ところでこの書物の構成は次の

ごとくである G

1. ロシア労{勤者の世界。

2. 農婦と設女ら

3. 都市で，工場で 0

4. 労働と生活。

5. 女性の抵誌の本性 (1905年設で)。

6. 女性の接抗(1905年…指14年)，革命と

労{勤者組織。

7. 婦人労f勤者と社会。婦人爵越の出現.0
8. ブ早ミニズムと社会主義との間で。

〈ほかに序文と文献ザストと索引。)

この構成をして，ヌド議のサブタイトルに

註自すれば，本書の目的が決して婦人留{勤者の

状態の散文的な訳述にiとまらないことは明らか

である。 Workplacev主婦人労繍者の嶺いてい

る姿そのものな示しているのに対して Society

は婦人解放の患揺や運動ゃを含めた鵠欝殺との

積極鵠な関係(務極的な関係なら Workplace

にも，それを支配している上部のカとしてあ

る〉を示しているのであるし最終意はブ z ミ

ニズムと社会主義とあって，そのまた議後のこ

とばは，次のようなものなのである。日く， rフ
ェミニストたちは社会主義者たちが弱かったと

ころで強かった。故女たちはs 臨緩が男たちに

に対する婦人の佼置に影響さと与えないこと，撮

人労機者の従震は全社会に拡がっている慈度に

根をもっていることを理解していた。しかしフ

ェミニストたちは，大抵の場合，独立と人間的

尊厳に対する階級的障壁を理解する点で京れな

ほど用意がなかった斗 (279J変〉



184 (360) 経済学研究 35-2 

ちとフェミニストたちは「象の前に立った群

盲」のようなもので， rいずれにしてもその全
体を理解できなかった。J(280頁)と。

しかし，そうした評価に到達するための立脚

点を， グリックマンはあくまでもロシアの婦人

労働者が置かれているありのままの状態におこ

うとしており， r私は強力な二つの誘惑， すな
わち『かくされた歴史jJ， 他の人々が知ってい

るものよりも，もっと勇敢に，もっと断固とし

て，もっと知的に，自分たちの抑圧について自

覚した婦人たちの記録を発見しようという誘惑

と，反対に，婦人たちの抑圧の否定しがたいも

っとも陰惨な光景を強調し，そうして彼女らへ

のあわれみを換びおこそうという誘惑との中間

に針路をとろうと試みてきたJ(xii頁) とのべ

ている。そしてロシア労働者の世界一般から叙

述を開始し前身としての農婦の生活を観察

し，都会と工場にうつり，そのあとではじめて

婦人工場労働者の仕事とくらしの検討に入る，

という着実な進めかたをしているのである。

おそらくそのことが幸して，土地は男のもの

で，家には家長があり，共同体は家長のあつま

りで， 女の持物は持参金だけ rニワトリがと
りでないように女は人ではなし、」という諺のあ

った (27ー28頁)世界，男女の分業は固定的で

はあったが，男が出稼ぎに出るとすぐに農作業

における女の領域が拡がり， ところによっては

舟曳き女 (.1)もいた世界を示しつつ，グリッ

グマンは，前資本主義期をローマン主義的に美

化するザレツキ EliZaretzkyを批判しえてい

る (57頁)。

また， グリックマンは， ロシア史を1917年革

命という結果からのみみること，労働者を単純

に自覚的労働者と後れた労働者に分けることを

避け，それによって，その時期々々の労働運動

やボリシェヴイズムの限界を明らかにする可能

性を確保している。ブ、ノレスネフ・サークノレが達

成した成員男女間の新しい文化を，煽動に力点、

を移したサーグルや党が継承で、きなかったこと

(182頁)，アレクサンドラ・コロンタイがクラ

ラ・ツェートキンに学んでロシアにも婦人組織

をつくるべきだと考え，社会民主党のベテルプ

ルグ委員会に働きかけてから (1906年)， 実際

にボリシェヴィキ中央委員会が独自の婦人組織

を容認する (1909年)までに時間がかかり，さ

らにその方向での実際の組織活動がはじまる

(1912年)までにはもっと時聞がかかったこと

を (245-273頁)， グリッグマンは先行し， 平

行するフェミニストの運動と対比させつつ明ら

かにしている。

労働者階級内部にもちこまれた性別分業を凝

視しながら，グリヅクマンは，女は読みかきが

できても賃金が上がりはしない，読みかきでき

れば男なら熟練工に取立てられることもあった

が，女はそうではなかった，力，熟練，勤続の

条件をみたしても女は排除されていた，同じ機

械についていでさえ男女の賃金格差があったこ

とを示し (112，114頁)， 近年の差別の経済学

のいくつかの命題を批判している。その目でロ

シアの労働運動の実状を，男女同一労働同一賃

金要求が明瞭にうち出されたことがほとんどな

いこと(198頁)，職務隔離への反省については

一層そうであったこと (200頁)で批判的に示

してiいる。グリッグマンは，階級内部のジェン

ダーとし市、つつも，主として職場での問題を追

求しており，シャドゥワークの支配をほとんど

いわなL、。工場労働は結婚までという信仰は事

実によって裏切られていたことを強調し (96

頁)， コンヴィヴィアリティという語もコンパ

ニオンシップと並ぶちょっとした形容詞として

しか使おうとしていない (138頁)。つまりイリ

イチ式の用語も， ここでは神秘性をもたない。

しかし，保護と平等との関係については，収入

の途絶を恐れて産前産後の休暇に反対した婦人

労働者の態度 (165頁)や，売春よりは深夜業の

方がましだとした医師フェミニストの声 (251

頁)を，貧乏の程度との関連でのその段階的意

義や政策の全構図の中での意味づけやと切りは

なして呈示しているようである。

1905年から1914年までの聞の時期の婦人労働
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者の状態について，もっとも豊富な資料をグリ

ックマンに提供しているものの一つは，ポリシ

ェヴィキ一系の「プラウダ」およびその流れの

新聞にとりあげられた婦人たちの投書である。

婦人たちを厚しめる男の態度についての男たち

自身の中からの反省の声も，グリックマンは

「プラウダ」の中に見つけ出している。にもか

かわらずポリシェヴィキーを含む社会主義運動

がそれらの声を自覚的運動にできなかったのは

何故か (280頁) というのが， グリッグマンに

とっての最終的疑問であり，評価でもある。

11 

グリッグマンの研究の一般的特徴づけは以上

のていどにとどめて，次に， この研究によって

明らかにされた諸事実の中から， ロシア労働政

策史に関する筆者の興味とかさなりあうところ

を取り上げて紹介してみよう。

村の野良仕事のために労働者が季節的に工場

を離れて帰村する (yxo瓦)慣行は， ロシアに

特徴的な現象の一つで、あり， 1894-1897年およ

び1901年のウラジミル県， 1901年および1909年

のモスクワ県におけるやや広範囲の統計的デー

タによると，全体として10%程度で推移して!い

るのだが，いずれの場所，いずれの時点，いず

れの産業部門をとっても，男子労働者における

帰村率よりも女子労働者におけるそれが小さく

あらわれている。妻子を村にのこしての男子労

働者の出稼ぎに対して，女子が工場に出るとき

にはより決定的に村とのきずなが切れるという

ことになっている (98-99頁)。女子労働者の

婚姻関係を調べてみると， 1880年代のモスクワ

に関する φ.φ.EpHCMaHのデータ(サンフ。ル

数35，890)では未婚52.2%，既婚40.2%，寡婦

7.5%となっており， 1908年のモスクワに関す

る 11.M. K03bMHHblx-JIaHHH のデータ(サン

プル数34，583)では未婚38.1%，既婚52.6%，

寡婦9.3%となっていた (95頁)0 1908年にペテ

ルフツレグで M.且aBH江OBH可が調べた繊維労働

者の家計調査によれば，大凡80%の労働者家族

は共稼ぎで暮していた (121頁)。

婦人労働者の生活はとくにみじめなものであ

った。単身の労働者は収入の水準の近いもの同

士で共同炊事(アルテリ)を組織しており，婦

人労働者たちは，時折，未成年者や児童を含め

ながら独自のグループをつくっていたが，そこ

では肉類はスープの味付け程度にしか使用され

なかった。めったに共同炊事を組織しなかった

大都市の単身婦人たちは，炊事のための設備の

利用さえできなかった (116頁)。婦人労働者た

ちは， しかし，住居費にしばしば男達より余計

に支出した。男たちが非常にしばしば一台のベ

ヅトを幾人かで使用したのに対し，婦人たちは

母娘とか祖母と孫娘とか姉妹のとき以外はそう

したことはしなかった (118頁)。

1882年に口.A. ITecKoB がモスグワ総督

且OJIropyKoB公に報告したところによると，モ

スクワの78工場のうち妊婦に配慮した労務管理

をしているところは3工場で，第一例は，遅刻

をしても罰金を課さない，第二例は，軽易な作

業への転換，第三例は，産後3日間の無給休暇

を与える，というものであった。同じ口eCKOB

が工場監督官となってウラジミル県の 1882-

1883年の事情を1884年に報告したところによる

と， 71工場の中で、ただ1工場に 5才までの子

どもの面倒をみる保育所があった (124頁， 127 

頁)0 1894年から1899年にかけて， いくつかの

県工場問題審判所が妊婦にかんする義務的規程

をつくったが，ベテルブルグのそれは， 100人

以上の婦人労働者を使用している工場ではフノレ

タイムの助産婦をやとえ，というものであっ

た。その他の11県でのきまりは，妊婦に重量物

を運搬させることを禁止する，相当数の婦人労

働者を使用しているところでは定期的に助産婦

を巡回させよ，工場内に産室をつくれ，等であ

った (124頁)。

1880年にグレンゴリム工場でおこったストラ

イキでは，要求に 1日に2回 6ヶ月間みと

められている授乳時聞を 9ヶ月まで延長して
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ほしいとあったが， こうした要求はめずらしか

ったし，産前産後の休暇等にはむしろ解雇への

おそれから婦人労働者が反対していた(165頁)。

ただ， 1905年のストライキの中では，産前産後

の有給休暇，保育所・托児所の工場内設置，授

乳時間，等の要求がみられた (192頁)0 1912年

のアンケート調査によると， 75%の婦人労働者

が出産後すぐに労働にもどり， 18%が2週間休

み， 7%が 2~4週間休んだという (125頁)。

1912年のペテルフ守ルグで，働く母親労働者の%

のみが労働時間内の授乳をみとめられていた

が，それも回廊や階段や建物のわきやで授乳し

なくてはならなかった (127頁)0 1907年のウラ

ジミノレ県のデータによると，農民の子どもの%

は1才未満で死亡したが，労働者の子どもの場

合は%が1才未満で死んだ (129頁)。

1912年社会保険法は産前2週間，産後4週間

の出産扶助金を，賃金の1Iz~1 の範囲内で定め

うるものとした。その具体的率をどう決定する

かにあたって，疾病基金の理事会内で種々の討

議があった。ある場合には，婦人たちがそれを

賃金の%にしようと提案したのに対して，多数

を占める男たちは弘でよいとしておしきった。

ある場合には，未婚の若い婦人や出産適齢期を

すぎた婦人たちが，わたしたちには子どもをも

っ計画がない， といって出産適齢期の既婚者と

対立した (215頁)。

婦人の賃金は男子の賃金の半分程度であっ

た。婦人の中で、は高賃金のたて糸かけ工 war-

perでも男の織工の弛で、あった (110頁)。それ

は決して婦人が軽労働に従事していたからとい

うのではないのであって，婦人労働者の地位に

関してとりわけ敏感で、あった工場監督官 B.B. 

C回 TJIOBCK凶は，重労働で婦人のからだを痛

める，そして低賃金でもある羊毛踏み洗い労働

のことを記してし、る (108頁)。先の且aBH江OB聞

の研究では，婦人が世帯主である家計では，支

出の60%は食費であって，かつ，その半分はパ

ンであった (130頁)。結婚しているいないにか

かわらず，男たちの衣服費支出はかわらなかっ

たが，婦人が一度び結婚すると新しい衣服は記

憶の中だけのものとなり，質流れ品，古着，盗

品市場からの流れものなどを買うしかなかった

(122頁)。しばしば雇ってくれそうな雇主を相

手に売春せねばならず， この時折の売春はまた

しばしば恒常的な収入源にかわった (67頁)。

1905年革命直前のベテルフゃルグでは，市の人口

が， 100万人から 150万人程度であったところ

に 3万人から 5万人の売春婦がいた (68頁)。

男たちは婦人労働者たちをしばしば街頭の売春

婦のように扱い，またレイプした (205頁)。

労働運動の中での男女の団結は自動的にすす

んだのではない。ストライキ運動の中にしばし

ば対立があらわれた。 1892年トヴェリ県で罰金

と売庖での高価格に抗議して 500人の男子労働

者がストライキに入ったときに，女たちは殴ら

れて脅かされたのちでなくてはストライキに参

加しなかった。 1896年のベテルブ、ルグのサムプ

ソェエブスカヤ綿紡工場のストライキの際に

も男子労働者たちは窓を破りょうしゃなく女

たちを殴った。工場当局は婦人労働者をストラ

イキ破りに利用した。 1898年のウラジミル県の

ストライキでは，工場監督官が警察を呼んで男

たちが婦人労働者を牽制するのを阻止したとこ

ろ，婦人たちは作業に戻り，ストライキはやぶ

られた (157-158頁)。反対の例もある。ナルヴ

ァにあったクレンゴリム工場でストライキに入

った1，500人の婦人織工たちは，暴力で脅かし

て男たちにも仕事を放棄させている (161頁)。

性的侮辱に対する抗議は声にならなかったこ

とが多かったと思われるが， 1893年リヤザンの

エゴロフ工場で少くとも 8日間続いたストライ

キ・暴動があった。原因は織布部門の職長の横

暴であって，手あたり次第に美人をレイプし，

いうことをきかな丸、と本人はおろか家族も解雇

するというものであった (166頁)。

タバコ工場には勤続が長く熟練度も高い女工

たちがおり，すでに1878年にベテルブツレグで出

来高単価切り下げに反対して女たちだけで交渉

している (162頁)。他の部門では婦人の熟練工
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は少なく，またそのように扱われなかった。

1905年の革命の過程でも同一労働同一賃金要求

はまれであり，その要求を掲げたのはモスクワ

の印刷工，茶詰工，それと地方の一つの繊維工

組合くらいのものであった。 1912年になってペ

テルブルグの繊維工組合が同一労働同一賃金要

求をかかげた (198頁)。しかしまた，ベテノレブ

ルグの織布工は婦人を徒弟に採用することを拒

否しており，印刷工組合は婦人を typesetting

の徒弟に受け入れると打ち上げたが，一方いつ

もその受け入れ上限を考えていた (200頁)。と

はいえ，ここには1905年の革命の影響もみとめ

られるのであり， グリックマンは，男の職長や

営繕工に理不尽な扱!いをうけながら婦人織布工

が泣きねいりしなければならなかった1885年の

エピソードを，男の営繕工が抗議のリンチをう

けた1908年の例と対置している (211頁)。

深夜業をめぐる男女労働者の反応は多彩であ

る。 1885年に政府が女子と未成年者の深夜業を

禁止すると，多くの労働者がこれに反感をもっ

た。それは，彼らの生計で妻や子供たちの役割

が大きく，女子や未成年者の収入が減少すると

成年男子の責任が重くなるからである。イワノ

ヴォ=ヴォズネセンスクの男子織工は抗議のス

トライキさえしたので、あって，その際の理由の

中には，彼らが妻たちと引きはなされて，すれ

ちがし、生活の中で別々に寝なくてはならず，か

つ，各家族がそれぞれに住居を確保しなくては

ならなくなることがあった (159頁)0 1897年に

ウラジミル県のいくつかの工場で男子織工がス

トライキをしているが，その原因は工場が深夜

業を全廃したことにあった。男の労働者たちは

深夜業が廃止されて彼らの賃金が婦人たちと同

じようなものに引きさげられることに屈辱を感

じたのである (159頁)。しかしすでに深夜業

から解放されていた婦人たちは， これに戻ろう

とはしなかった。 1893年にリヤザン県のエゴロ

フヱ場の2，000人の婦人労働者は，法に反し，

自分たちの意志にも反している深夜業を強行し

ようとする工場主に抗議してストライキに入っ

ている (160頁)。

ブ、ルスネフ・サーグルは同志的愛情に支えら

れた男女関係をつくりだしており，その中から

優れた婦人活動家を生み出した。 1870年生れで

ベテルフ守ルグ養育院育ちのヴェラ・カレーリナ

Bepa KapeJIHHaとトヴェリ県からペテルブ『ル

グに出てきた1870年生れのアンナ・ボルドウレ

ヴァ AHHaEOJI，/¥ypeBaである。カレーリナは

ガポン組合に参加し， 1904年10月にガポンの許

可を得て婦人部の組織をはじめた。婦人労働者

に対する性的侮辱につながる事象として，工場

への入門と工場からの退出のさいに男の監督に

よっておこなわれる身体捜索があった (141頁)

が，カレーリナは， このことについて触れた物

語りをルースコエ・ヴォガートストヴォ紙上に

みつけ，これを話題とすることで， 1904年末に

は1，000人のメンパーをもっ婦人部をつくり，

図書室や講演会事務局に参加する婦人をもっく

り出した (173頁-186頁)0 1905年半ばに562

名をかぞえたソヴエト代表のうちには，カレー

リナを含めて 7人の婦人があった (193頁-194

頁)0 1906年から1907年にかけての労働組合に

婦人が組織されていたのは勿論だが (196頁-

197頁)，家事の負担もあってか，婦人たちはよ

り緩い組織としてのクラブを好んでいる。男子

クラブ員の70%は同時に労働組合員だったが，

女子の場合は30%にとどまっていた， というデ

ータがある (209頁)。

血の日曜日直後に専制側が試みたシドロフス

キー委員会への代表選出にあたって，婦人労働

者にも選挙権が与えられたが被選挙権は与えら

れなかった。それを知らずに婦人たちは2繊維

工場と 1ゴム工場で合計5人の代表を選出し

これをうけ入れてくれるよう陳情した。この陳

情は無視された (189頁)0 1912年社会保険法

は，理事会への代表選出にあたっての選挙権と

被選挙権を男女平等に付与した。これはロシア

ではじめての法の前の男女平等とも評された

(278頁)。

工場労働者の運命にとりわけ関係のあった婦
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人解放運動組織を列挙すると次のごとくであ

る。貧困婦人救済協会 (1865，ベテルブ、ルグ)， 

若年婦人労働者援助協会 (1897，ペテルフむルグ。

1901，オデッサ)。婦人運命改善協会 (1899，モ

スクワ)。男女同権全露関盟(そのメンバーの

通称 PaBHorrpaBKH，1905，のち男女同権ロシ

ア連盟と改称， 1908)。ロシア婦人相互博愛協会

(1895)。婦人進歩党 (1905，指導者ポクロフ

スカヤ M.I1. nOKpoBcKaH，機関紙)KeHcK凶

BeCTHK -1914)。
1905年の革命は， この流れと労働運動と社会

主義者たちとを交錯させた。男女同権全露同盟

は血の日曜日の1ヶ月後にモスクワで組織さ

れ，すぐにペテルブルグにも支部を形成した。

この支部はシドロフスキー委員会から婦人が排

除されたことに抗議して労働者の中に入った。

そののち2ヶ月以内に同盟のメンバーは家事使

用人の組合を組織しまた婦人労働者のための

雇用事務所と政治的グラブの組織を計画した。

この計画の前者は実現しなかったが，後者は

1906年春にベテルフツレグにおける 4つの政治的

クラブになって実現した。同盟は婦人にも投票

権を，婦人にも土地への権利をと L、う請願をく

りかえし，急進的デモンストレーションに参加

し労働者のストライキを公然と支援してスト

ライキ参加者や失業者や政治的流刑囚や投獄さ

れたものに拠金さえした。こうしたフェミニス

トたちの運動は1905年4月にベテルブールグで開

催されたロシアで最初の全階層婦人集会で支持

されていた。その集会には，若干のボリシェヴ

ィキー， メンシェヴィキー， エス・エノレが参

加していた。アレクサンドラ・コロンタイ

AJIeKCaH江paKOJIJIOHTaIlだけが大胞にも， I革

命的社会主義婦人とフゃルジョア・フェミニスト

の牧歌的協力」に反対して公憤をよんだ (243 

頁-245頁)。

グリックマンはコロンタイの動向を，婦人の

要求を先進的に掲げて全婦人の統ーをつくり出

そうとするフェミニストの流れと，そうした婦

人の要求に無智で無感覚な社会主義の流れとの

間で苦しむ婦人社会主義者の姿でまとめあげて

いる。しかし，勿論，史実はプロレタリア婦人

運動の生みの苦しみと，婦人運動におけるプロ

レタリアートのヘゲモニーの胎動とも読めるわ

けである。 1906年5月に，男女同権同盟その他

が組織したペテルブ、ルグにおける大きな婦人

集会では， メンシェヴィキーの婦人 (M.N. 
Margulies)が司会者にえらばれ，かつ婦人の

投票権についての支援者である国会議員に電報

をうとうとの提案は否決されている (247頁-

248頁)。この件でコロンタイは勇気づけられる

が，社会民主党のベテルフソレグ委員会は無反応

であった。コロンタイは1906年秋のドイツ社会

民主党マンハイム大会に参加し，婦人の独自組

織をひきいていたクララ・ツェートキンにあ

い，戻ってベテルフソレグ委員会に訴えるが，や

はりとりあってもらえず，彼女はベテルブルグ

の繊維工組合をつうじて活動した。そこでコロ

ンタイは活動家5人をみつけてクラブ講師等の

組織の形成を試みている (247頁-249頁)。

1907年になるとフェミニストは後退し，国会

の中のリベラル派にたよって投票権を求めるの

みになった。その時期にも系統的に活動してい

たとみられるのが婦人進歩党のポクロフスカヤ

で， コロンタイはとくにつよく彼女に反発して

いる。 1908年になって， ロシア婦人相互博愛協

会が1902年， 1905年， 1908年とくりかえし請願

していた全露婦人大会の第1回大会が許可さ

れ， 12月に開催された。1.000名以上が参加登

録した。ベテノレブ、ルグの繊維工組合がこの問題

をとり上げ，労働組合中央事務局は1908年の春

から12月まで婦人労働者の間で討論を組織 L

た。メンシェヴィキー側だったコロンタイは組

合ルートで参加したが，最後の局面でポリシ

ェヴィキー倶~はヴェーラ・スルツカヤ Bepa

CJIYUKaH を指名して， これに男子のポリシェ

ヴィキーを後見につけて参加させた。フェミニ

ストと労働者グループの対立点はJ 階級にかか

わらず婦人たちが団結できるか否か，婦人の平

等は現体制の中で達成できるか否かであった。
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最終日に労働者クソレープは大会から示威的に退

出する (249頁-259頁)。

1909年にコロンタイが著作をのこして流刑地

に去る。ポリシェヴィキーの中央委員会は1909

年に婦人労働者の独自組織をみとめるが，行動

はともなっていない。 1912年になって社会民主

党はペテルブ、ノレグとモスクワに婦人労働者のク

ラブを組織するが，それは1907年にコロンタイ

が試みたものと同様のものであった。 1912年末

にはボリシェヴィキーとメンシェヴィキーが協

力して準備開始し， 1913年はじめにロシアの第

1回国際婦人デーが組織された。そののち各地

から沢山の婦人通信が寄せられるようになっ

た。 1914年の第2回国際婦人デー集会は，会場

のホールをかさない， という形での官憲の抑圧

にあった。 1914年の婦人デーとともにボリシェ

ヴィキーからは「ラボートニツア」紙， メンシ

ェヴィキーからは「ゴーロス・ラボートニツ

ウ」紙という機関誌が出されたが，前者は2回

で， 後者は 7回でとぎれている (272頁一276

頁)。

工場監督官に婦人を起用する問題は1899年か

ら提起されていた。同年にミロヴィッチが新し

く組織された婦人の運命改善協会にこの問題を

提起していた。 1900年にポクロフスカヤが職人

生産全露大会でこの問題を唱道した。 1905年に

も婦人の健康保持協会がこの問題で大蔵省に請

願Lた。政府ははじめ無視していたが，のちま

ず有名な工場監督官だった 11.11.兄H)!{YJIが婦

人工場監督官に反対する発言をはじめて公にし

ている。イギリスにおいでさえ，婦人工場監督

官は工場法制がしかれてから90年後のことであ

って， ロシアでは時期尚早で、あり， ロシアの婦

人たちは自分たちの問題を男の工場監督官と話

すのを別に嫌がってはいない，そんな問題は必

要ないばかりか，真に重要な労働法制のための

闘いの有害な撹乱である， というのである。こ

れに反対して婦人工場監督官制を擁護したのは

デ・べ・ニコリスキー且.n. HHKOJIbCKH誌で

あった。この問題は1911年の工場医大会でも論

議された。 1912年末には男女同権連盟がこの問

題をとりあげ、た。このときには社会主義者や労

働組合との協力・統ーは回避された (266頁-

268頁)。

1913年2月29日，第4国会の33名の議員(カ

デット29名，オクチャブリスト 4名)が商工省

に請願を提出した。婦人工場監督官は婦人や児

童を雇用している工場において現行の工場監督

を行なうもので，高度の教育をうけたものが任

につき，男の監督官と同じサービスと年金をう

ける資格を与えられる， とあった。商工省はこ

の請願を検討することを拒んだ。しかしこの請

願は1913年4月24日に国会に立法提案された。

カデットのエム・ノヴィコフ M.HOBHKOBが法

案を提出し，ポリシェヴィキのロマン・マリノ

フスキーが提案を支持した。商工省のリトヴィ

ノフ=ファリンスキー.nHTOBHHOB-φaJIHHCKH員

は，工場監督官のなすべき仕事は工業の技術的

側面に限られるのであり，婦人はそうした仕事

に不適であるから， といって提案に反対した。

1913年10月，婦人相互博愛協会はリトグィノフ

=ファリンスキーの発言に対し抗議文を送って

いる。立法提案は国会で77票対64票で承認さ

れ，国会の労働問題委員会に送付され， 1914年

春に委員会は婦人工場監督官を設置する法制を

承認した。ただし， ロシアでは法によって婦人

は文官のランクに入る資格をもたないので，婦

人工場監督官は勲章や栄誉や一代あるいは世襲

貴族その他の種類の男たちがうけている報償を

うける資格がないものとされた。法案はともか

く，予算委員会にまわった。ここで遅延してい

るうちに1917年2月の革命がこの問題を当面の

課題から外してしまった (268頁-271頁)。

おわりに

この書物を検討してみると， ローズ・グリッ

グマンのフェミニストとしての眼が全篇にわた

って行き届いていることがわかる。男女の平等

がまずなければ男女の階級的統ーもありえない
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といったポクロフスカヤに共感し，一方の目で

フェミニストを，他方の目で男の社会主義者を

みていたといって，コロンタイをヤヌスのよう

だと批評している。社会主義がフェミニズムの

提起しているものをとりこめないでいるとの批

判は， 1905年の革命で昂揚したフェミニストの

運動が1917年の革命につながる中間期に萎縮し

たことへの反省と必ずしもバランスしていな

い。だから， 10月革命ではなくて2月革命さえ

もが婦人工場監督官問題に本質的に妨害的であ

ったといわぬばかりである。クループスカヤの

小冊子への批判もやや苛酷にすぎ， したがっ

て，そうした思想から出てくる10月革命後の政

策の可能性へは想いが及ぱなし、。とはいえ， グ

リックマンのフェミニストとしての眼が史料の

実証的吟味と結びついたところでは，フェミニ

ストに限らぬ広い読者を禅益する新しい知見に

満ちていることは上に示したとおりである。
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